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【東洋大学の英語入試問題について】 

１．過去の出題傾向 

 全体の内容と時間配分は？ 

  試験時間 ：  60 分  

  配点と問題形式 ： １0０点 （「英語重視」型は「×1.5」or「×2」に換算） 

 

 〔Ⅰ〕 長文読解（総合問題） ：500～900 語   【約２０分】 

 〔Ⅱ〕 長文読解（総合問題） ：500～900 語   【約２０分】 

 〔Ⅲ〕 語彙・文法問題（空所補充） ： 約 10 問  【約 ５ 分】 

 〔Ⅳ〕 会話問題（空所補充） ：  約 6 問  【約 ５ 分】 

 〔Ⅴ〕 文法問題（語句整序） ：  約 8 問  【約１０分】 

 

すべての日程がほぼ同じ形式 ⇒ たくさん過去問を解いて形式に慣れよう！ 

 

２．入試に向けての学習アドバイス 

 ポイントと勉強法は？ 

 

  １．長文読解（総合問題）〔Ⅰ〕〔Ⅱ〕は内容・長さ・語彙ともに標準的なレベルだが，空

所補充・下線部内容把握・見出しの選択・内容一致問題など，問題形式はさまざま

である。問題では，指示内容の把握・接続語句の補充・文章全体の内容一致などと

いった文章内容の読解に関するものだけでなく，品詞の判断・動詞の語法・前置詞

の使い分けといった文法知識も問われる。つまり，長文読解ではあるが，文法と読

解の両方を問う総合的な英語力が必要なものとなっている。また，文章の内容も文系

や理系の垣根を越え，多岐にわたっている。 

 全体として標準的なレベルの問題がほとんどであり，基本に忠実に学習を進めれ

ば，かなりの高得点が狙える。英語が少し苦手であっても，逃げずに学習すれば十

分到達可能な水準の問題である。また，文章は長いものもあるが，素直な問題が多

く，慌てずに読めば時間的には余裕があるため，速読などは必要ない。落ち着いて

ゆっくりと丁寧に読む練習をしていきたい。 

 問題の形式はさまざまであるが，難問や悪問はほとんど見られない。努力して学

習すれば，それがしっかりと反映される問題である。一文一文を丁寧に読めば，す

べての問題で正しい答えが選べるため，特殊な解法やテクニックなどに頼る必要は

ない。 
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 空所補充では文法の知識が問われることもあるので，基礎的な文法の学習はして

おく。接続語句，関係詞，時制，前置詞などを問う出題も見られる。読解の学習を

する際は，接続詞の意味や文と文の論理関係を意識した学習を心がける。また文法

の学習をする際は，関係詞や時制はもちろん，前置詞の絡む動詞の語法や熟語を意

識して学習しておきたい。 

 内容一致は細かい内容を問うものもあるので，飛ばし読みなどしない。苦手な場

合は，段落を１つ読み終えたら，そのたびに解ける問題がないか確認する。 

 冒頭の段落でテーマが示される文章の出題が多いので，特に第１段落は焦らずに

ゆっくり読むよう心がける。 

 

  ２．語彙・文法問題（空所補充）〔Ⅲ〕は，標準的な単語・熟語・文法・会話表現が空所補

充形式で問われている。 

 文法問題は非常に基本的な問題なので，あまり難しい参考書や問題集に手を出さ

ずに，教科書レベルの文法事項をしっかりと定着させるのがベスト。時制，動詞の

語法，不定詞，動名詞，分詞，関係詞，比較など，幅広い出題だが，基本的な問題

ばかりなので短期間の反復学習で一気に正答率を上げることが可能。 

 また近年では，語彙関係の問題，つまり単純に熟語を知っているかどうかで解答

する問題も増えているので，このパートが苦手な場合は単語や熟語の学習をすると，

得点アップが期待できる。 

 

  ３．会話問題（空所補充）〔Ⅳ〕は会話形式の空所補充問題。文脈の理解を問う問題である

が，文法の理解を問うものも見られる。 

 問題のレベルはかなり基礎的なものであり，満点が狙える。問題は会話形式にな

っているが，会話表現ばかりでなく，語彙・文法を問う問題もあるので，語彙や文

法の学習をしておきたい。会話表現についても学校の教科書レベルのものなので，

標準的な単語や熟語の学習をしておけば解ける問題が出題されている。会話特有の

表現の学習よりも，しっかりと基本語彙の学習をしておく方が効果的。 

 

  ４．文法問題（語句整序）〔Ⅴ〕は語句を並べ替え，与えられた日本語の意味の英文を作る

問題。 

 語句整序は動詞を意識して組み立てると，比較的素早く処理できる。また，特に

定番の慣用表現を問う問題，また，第５文型や無生物主語構文といった英語特有の

語順を問うものも見られるので，その分野の学習を集中的にしておくのもよい。 
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３．実際の問題へのアプローチ 

  過去問研究１：（2026 年） [一部抜粋]     長文読解〔Ⅰ〕 

 

 

The report notes that London is already losing about 577 million pounds a year from the 

effects of heat and that without adaptation (meaning a radical rethink of urban 

development), about 2% to 3% of London’s GDP is likely to be lost annually by the 2050s. 

Extreme weather, such as the UK’s record 2022 heatwave, also kills people, often the most 

vulnerable. 

(a)This is but the start. Climate change means extreme life-threatening heat is expected to 

affect half to three quarters of the world’s population by 2100, according to the World 

Resources Institute. Some cities, such as (b)Phoenix, Arizona, or New Delhi in India are barely 

livable as it is. So is it worth pondering if we want to shrink our green spaces? 

 

 (3)  下線部(a)の表現は何を示唆しているか。 

 ①  Cities will soon recover from climate effects. 

 ②  London’s flooding issues will be short-term. 

 ③  Climate-related urban problems will only intensify. 

 ④  Tree planting will prevent all further issues. 

 

 (4)  なぜ下線部(b)のような都市が一緒にリストアップされているか。 

   ①  They all share the same tree types and seasons. 

    ②  They represent how cities may become unlivable. 

   ③  They are the most polluted cities in the world. 

    ④  They have strict climate safety regulations. 
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  過去問研究２：（2026 年） [一部抜粋]     長文読解〔Ⅱ〕 

 

 

In 1965, President Lyndon B. Johnson signed a law — the High-Speed Ground 

Transportation Act — that (  A  ) to pave the way for a national high-speed rail system in 

the United States. “An astronaut can orbit the earth faster than a man on the ground can get 

from New York to Washington,” he lamented* at the time. Sixty years (  B  ), it still takes 

about three hours to travel between the two cities — a period about (  C  ) as long as a single 

orbit of the International Space Station. 

 

(Alexander Nazaryan, “After a Slow Start, High-Speed Rail Might Finally Arrive inAmerica,”April 1, 2025, 

(Updated: April 2, 2025), The New York Times, https://www.nytimes.com/2025/04/01/headway/high-speed-rail-

trains-america.html, This article may have been edited or excerpted for the purpose of creating test questions. If 

so, it does not reflect the original intent of the author or The New York Times Company, By Alexander Nazaryan 

© 2025 THE NEW YORK TIMES COMPANY) 

 

［注］lament：嘆く 

  

問１ 本文中の空欄（  A  ）～（  C  ）に入る語として最も適切なものを，次の中から一つずつ選

べ。 

  （A） ①  seem   ②  seemed  ③  seeming  ④  seems 

 （B） ①  after   ②  before  ③  later  ④  time 

 （C） ①  double   ②  dual  ③  twofold  ④  twice 
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  過去問研究３：（2026 年） [一部抜粋]   文法問題〔Ⅲ〕 

 

 

   He was tired because he       studying since dawn. 

     ①  was    ②  is   ③  has been ④  had been 

 

 

 

 

   My father neither smokes       drinks. 

     ①  both    ②  and   ③  nor ④  or 

 

 

 

 

 

  

（2024）文法 

 I knew that he       the job interview before graduating from university. 

 ①  were passing  ②  was passed ③  had passed ④  had been passing 

（2025）読解 

 ... those who want to fix a language are trying to do something ‘which (  B  ) reason 

nor experience can justify’.  

 

 ① both  ② neither  ③ either ④ each 



東洋大学：過去問解説講座 

 

-6- 

 

 

  過去問研究 4：（2026） [一部抜粋]     文法問題〔Ⅴ〕 

 

 

このレストランはとても人気があるので，１年前に予約をしなければならない。 

   This restaurant is      .     .     .           .     .      a reservation a year in 

advance. 

  ［① you   ② have   ③ so   ④ to   ⑤ make   ⑥ that   ⑦ popular］ 

 

 

私の質問に答えていただければ幸いです。 

   I      .     .     .     .     .     .     .question. 

  ［① appreciate   ② answered   ③ you   ④ my   ⑤ would   ⑥ if   ⑦ it］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2024）文法 

 今月末までにお返事をいただければありがたいです。 

  I would      .     .     .     .     .     .     .the end of this month. 

 ［① you   ② reply   ③ it   ④ if   ⑤ appreciate   ⑥ could   ⑦ by］ 

  （解答）I would［⑤ appreciate ③ it ④ if ① you ⑥ could ② reply ⑦ by］the end of this month. 

 


